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コメント

森 明 香

ただ今ご紹介に与かりました高知大学の森明香と申します。

私は専門が環境社会学という分野です。「ダム建設をめぐる流域社会」をテーマにし

て、熊本県南部を流れる球磨川流域の川辺川ダム計画の反対運動について、学生時代か

ら調査し、主に地元でお話を伺ってきました。私は名古屋の出身で、球磨川や川辺川の

流域の出身ではないので、そういった点では、地元の人間ではない者がそこの環境紛争

にどう関わるかということは、私自身にとっても大きなテーマだったことを、今日お話

を伺いながら改めて考えさせられていました。

お三方にご紹介いただいたそれぞれの事例で共通することですが、狭い意味での当事

者とは言えない人たちが、その問題にどういう形で関わろうと考えることが大事なのか。

こうした観点から、まずはコメントできればと思います。くわえて、副題の一つである

「科学」ということとも関わるかもしれないのですが、正当であるとされてきた「知」と

いうのは、一体どんなものであり、どんなふうに変化してきたのかについて、民俗学の

概念を参照してお話ししたいと思います。

まず、当事者ではない人が関わることについて。ビキニの問題もそうだと思いますし、

高知パルプの事件もそうなのですが、被害を直接受けている立場ではないだとか、その

家族ではないという人が、一体どんな形で問題に関わることができるのか。それを考え

るときに、宮地尚子先生というトラウマの研究をされている医療人類学者ですけども、

その方が書かれている「環状島」という概念が参考になるのではと思ったので、ご紹介

します。

板書で説明をしたいと思いますが、実は私、高校のとき美術は３以上取れたことがな

いので（笑）、絵心がなくて非常に恐縮なんですけども。

図１は「環状島」の断面図になっています。「環状島」は外海に囲まれ、真ん中に沈ん

だ内海のあるドーナツ型をした島のことです。悲惨な経験をしてしまった人や、その周

りにいる人の位置関係やトラウマをめぐる表象について整理する概念図として、宮地先

生が考えたオリジナルのモデルです。犠牲者と被害者の関係、被害者と支援者の関係、
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傷と社会との関係、声を上げられる/上げられないこととその条件などを整理するにも

有用だと言います。

この内海には、当事者で声をあげることができない人が沈んでいます。死んでしまっ

たりだとか、被害の程度があまりにも大きすぎて言語化することさえもできない状況や

その渦中にいる人たちが、ここに位置付けられます。一方、外海には、その事象に対す

る傍観者やそれを知らない人、関心のない人が、海の下に沈んでいます。

内海には被害が強すぎて声をあげられない人。外海には関心のない人。そしてこの斜

面に位置するのは、支援者（外斜面）や、被害者でも被害について語りうる、声をあげ

る人（内斜面）です。ただ、斜面では常に重力がかかり風が吹いています。重力とは被

害による反応や症状、風とは対人関係の混乱や葛藤を指しています。斜面に居ると、当

事者は内海と尾根、非当事者は外海と尾根との間を行ったり来たりしうる状態です。

例えばビキニの問題でいえば、今日お話にあった被爆者の船員さんたちは内斜面から

尾根近くにいると思います。そして山下さんも、外斜面から尾根に非常に近くいらっ

しゃるのではないかなと思いながら今日のお話を聞いていました。

この山の尾根にいる人が、語り得ない内海の声をある面では代弁し、支援者にも回り、

外海の人たちにとつなぐ役割を担うこともある。ただ、そこは山の一番高い場所でもあ
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図１ 『TOKYO人権』51号より引用：『震災トラウマと復興ストレス』と『環状島』所収

のモデルを一部加工



るので、重力にも強風にも常にさらされてしまう。そうした中で、当事者は重力に耐え

かねて場合によっては内海に転がり落とされかねない可能性があるし、同じように、支

援者は強風に煽られて外海に転がり落ちる可能性があるといえると思います。

環境紛争はこうしたことが起こりうるし、渦中にある方や支援者は「環状島」で描か

れるかたちで社会と関わらざるを得ないことがままあるように思います。

今日、田中さんが紹介くださった宇井純先生は「公害問題に第三者はいない」と言っ

ていて、きっとそれって、いろんな社会問題に関して共通して言えることなんじゃない

かと思うんですね。

今日この場に来てくださって、お話しのあった問題をお知りになった皆様方は、もし

かしたら最初ここ（外海）にいた方かもしれないし、このへん（外斜面の中央）にいた

方かもしれない。それを、外海に転がり落ちそうになったときにどういうふうにつなが

りながら、その立場を維持していけるか。あるいは、山の尾根近くに立つ人を強く支え

ていける立場になれるかということを、一緒に考えてみたいと思いました。それはまさ

に、狭い意味での「当事者」でなくても、それぞれの問題に関わっていくことを考える

ために大切な視点ではないかと考えさせられました。それが１つ目です。

次に２つ目ですが、特に猪瀬さんのお話を聞きながら感じたところですが、これにつ

いては、民俗学の篠原徹先生という、今、琵琶湖博物館の館長をされている方の考え方

を転用させていただきたいと思います。篠原先生は、国内外のフィールドワークを通じ

て、その土地の人と自然とがどのような関係を取り結んできたのかということを、「自然

を生きる技術」という概念で描き出していらっしゃる方です。

その「自然を生きる技術」というものが一体どういうものからなっているかを表した

のが、篠原先生が2010年にインタビューで示している、この図２になります。「自然を生

きる技術」というものは、全体として「身体知」と「自然知」、そして「道具」というも

のの総和からなっています。

まず「身体知」というのは、その土地でいろいろな経験を積む中で身体機能を活かし

ながら、自然との向き合い方を体得していくこと。例えば、漁師さんが使われる「ヤマ

アテ」なんかは、身体知の典型的な例だと説明しています。次に「自然知」というもの

がどういうものかというと、これは、野に関する博物学的な知識だというようなことを

言っています。例えば、食べられる草や薬草だったりが、一体どういうところに生えて

いて、それをどう採取し、乾燥させ、加工し、それを煎じるかなど、利用に至るまでの

プロセスについて知っていて、さらにそれをどんなペースでどれくらいの量を採ってい
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ればその草が持続可能なのか、ということに関

する総合的な知のことを「自然知」と言ってい

るんですね。さらに、もう一つの「道具」は何

かというと、この知識を実現に向けて進めてい

くための簡単な技能である、と。例えば、一番

原始的な道具で言えば、稲刈りをするときの鎌

などが想定されています。こういったものの総

和として、篠原先生は「自然を生きる技術」を

捉えています。

これが、過去から現在に至る間に、「身体知」

と「自然知」については人間が持つものがだん

だん少なくなっていて、一方で「道具」がどん

どん複雑になってきた。そうしたことによっ

て、「自然を生きる技術」の中身が変わってきた側面があるのではないか、と提起されて

います。例えば、稲刈りをする鎌がコンバインになるなど、機械が非常に高度化して複

雑になるので、マニュアル化されることで人は複雑な機械を使えるようになっていく。

そうすると、そもそも持っている知識や経験値みたいなものは広くも深くもなくても、

技術はさほど問題なく機能していく。過去から現在に至るまでに、そうした変化がある

んじゃないかということを、指摘されているんですね。

この話が、猪瀬さんがお話しくださったこととどうつながると私が感じたかというと、

「身体知」「自然知」というのは、そこの土地で生きるという経験の中で育まれた知恵や、

ある種の知識、あるいは文化とも言えるかもしれません、そういったものを指している

というふうに言えるのではないか。この「道具」というものは、現代に近づけば近づく

ほどマニュアル化され、非常に複雑な、パッケージ化されたものになっていったという

側面がある。猪瀬さんが発表の中でも話してくださっていたように、人間があまり考え

なくても、マニュアル化されたものに乗っかっていけば、その土地の計画、開発計画と

か農村計画とか、そういったものが進んでいくときに対抗できなくなっていく。それに

抗う一つの策として、猪瀬さんがいう「ヌルヌルした生の声を掘り起こす」ということ

があるのではないか。そんなことを感じさせられました。

今は、第一次産業に従事している方々の人口が減り、農業のＩＴ化についても非常に

危惧を抱いているというようなお話を、以前猪瀬さんから伺ったことがあります。それ

はある意味でマニュアル化された農村のあり方というか、そういった方向に近づこうと
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図２ 「生物多様性インタビュー⑨

篠原徹さん」より引用



しているとも言えるのではないか。そうなっていくときに、一体この先、窪川はどんな

ふうになっていくのか。どういった、現段階での感覚なり感想なりをお持ちなのかとい

うのを、ぜひとも質疑の際に伺ってみたいと思いました。

口頭での説明だったので、少しわかりにくい点もあったかもしれませんが、私からは

以上です。ありがとうございます。

【参考文献】

中部地方環境事務所 2010、「生物多様性インタビュー⑨ 篠原徹さん」

https://chubu.env.go.jp/nature/mat/data/m_3_6/m3_6_10.pdf 2017年12月20日最終ア

クセス

（公財）東京都人権啓発センター 2011、「特集 震災と人権」『TOKYO人権』51、p.6-7

https://chubu.env.go.jp/nature/mat/data/m_3_6/m3_6_10.pdf 2017年12月20日最終

アクセス

宮地尚子 2007、『環状島−トラウマの地政学−』みすず書房

― 2013、『トラウマ』岩波書店

篠原徹 2005、『自然を生きる技術−暮らしの民俗自然誌−』吉川弘文館

（もり さやか 高知大学教員）

− 67−

高知人文社会科学研究第５号(2018)





<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


